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Abstract. Paleontological history of Hobetsu area, Hokkaido, Japan and activity of Hobetsu Museum that 
established in 1982 are reviewed. A discovery and excavated of an elasmosaur in 1970s was established 
a museum in the Hobetsu area. Hobetsu Museum was particularly in expected the study of vertebrate 
paleontolgy of the Hobetsu area. After 40-years activity, many Cretaceous marine reptiles were collected 
and those collections dominate tens of percent of Japanese collections. A new genus and species of sea turtle 
was reported from Latest Cretaceous.  There are three new species of mosasaur deposited in the museum 
among Japanese all five new species. One of the new species of mosasaur; Phosphrosaurus ponpetelegans first 
revealed nocturnal lifestyle among mosasaurs of the world. In addition, a land turtle and a middle to large-
sized hadorosaurid dinosaur colleceted from Late Cretaceous marine deposits of the Hobetsu area, and both 
are described as new genus and species. The dinosaur of whole skeleton, Kamuysaurus japonicus become one 
of the most famous fossils of Japan. 
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はじめに

   

　穂別博物館は，1982 年に（旧）穂別町立博物館

として設立され，2006 年の鵡川，穂別両町の合併

により，むかわ町穂別博物館と名称変更をしたう

えで活動が続けられている．現在では主に化石・

古生物を対象として活動が進められている．

　むかわ町穂別博物館および（旧）穂別町立博物

館は，1975 年に発見され，1977 年発掘の首長竜

類（長頸竜亜目）のホベツアラキリュウ（愛称）

を地元に残し，保管・展示することを主な目的と

して設立・建設された．展示する化石資料の不足

などもあり，開館当初は化石・古生物と民具など

の人文系資料の双方が展示されていたが，1992 年

に観光施設の穂別地球体験館（2019 年に閉鎖）が

穂別博物館の向かいに開館することとなり，この

契機に行われた穂別町立博物館の展示更新におい

て，化石・古生物に特化した展示に変更された．

　ホベツアラキリュウの発見に続き，地元の町民

らによる協力や学芸員らによる活動によって，モ

ササウルス類，ウミガメ類，陸生カメ化石などが

発見され，博物館に収蔵され始めた．こうした背

景から，穂別町立博物館の活動としては，化石の

中でも特に脊椎動物を対象とした収集，調査研究

を期待され，地元住民への理解向上だけでなく，

古脊椎動物学への貢献までも期待された（亀井，

1984）．
　これまで当館ではいくつかの収蔵資料目録や

研究論文を通じて，収集した資料の公開を行っ

てきた（地徳，1990；櫻井，2005，2007，2008，
2009；中島ほか，2011）．本論では，当館に収集

された資料数や各資料の学術的な価値について，

国内の資料数との比較や，関連する古生物研究史

を通して，より明らかにするための資料としたい．
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なお，筆者の専門分野が白亜紀の層序及び無脊椎

動物化石であることもあり，レビューの内容に多

少の偏りがみられる可能性もあることをご理解い

ただきたい．特に新生代の地質や微化石に関する

言及が不十分である可能性がある．

むかわ町穂別地域の化石産地の地質概説

 穂別地域の地質としては、大まかには東・北部北

海道むかわ町穂別地域は，古くから地質調査が行

われてきている（Uwatoko and Otatume, 1933；根

本ほか，1942；大立目，1943； Matsumoto, 1942；
田中，1960；下河原，1963；小山内ほか，1967 など）．

穂別地域全体の層序をまとめたのは，北海道立地

下資源調査所（穂別図幅）と北海道立地質研究所

（紅葉山図幅）で進められていた 5 万分の１地質

図幅調査（高橋・和田，1987；高橋ほか，2002）で，

それらの成果を穂別町立博物館のためにまとめた

高橋・和田（1985）が挙げられる．

　穂別地域の地質としては，大まかには東・北部

に神居古潭帯の蛇紋岩や変成岩などが発達し，西・

南部に向かって，白亜紀後期の蝦夷層群，石炭層

を含む古第三系，新第三系が分布している．この

地域の古第三系は石狩炭田地域の最南部にあたる

（高橋・和田，1985）．
　この地域で主に化石が産出するのは，白亜系の

蝦夷層群，古第三系，新第三系であるが，地元や

北海道内コレクターに人気のアンモナイトが採集

の対象となっていることなどから，穂別博物館で

調査の対象となっている資料は蝦夷層群の資料が

圧倒的に多くなっている．本稿で主に述べている

蝦夷層群の分布域と穂別の位置図を図１に示す．

首長竜ホベツアラキリュウ発見前のむかわ町穂別

と北海道の古生物学史

　

　北海道の化石研究が始まる前から，すでにアン

モナイトなどの化石は人々の生活のなかに溶け込

んでいたことが知られている．千歳市の続縄文時

代の美々第四遺跡からはアンモナイトの化石が出

土している（北海道開拓記念館編，2012）．浦河

産のアンモナイトの一部は「カボチャ石」などと

呼ばれているが，この呼び方は松浦武四郎が記し

た東蝦夷日誌にも記されており（北海道開拓記念

館編，2012），江戸時代もしくは明治時代にはす

でにアンモナイト化石は人々に知られていたとい

える．

　北海道の化石が調査・研究の一環として採集さ

れたのは開拓史に招かれたお雇い外国人であるベ

ンジャミン・ライマンが北海道全域の地質調査を

行った際までさかのぼる．この調査が行われた

1873 年から 1875 年の間に浦河の海岸沿いからア

ンモナイトやイノセラムス科二枚貝などを採集し

ている．これらは 1890 年に横山又次郎（東京帝

国大学）によって記載・報告された（Yokoyama, 
1890）．これが北海道で初めて学術的に記載され

た化石である．1894 年には神保小虎（ベルリン

大学，東京帝国大学）らの調査によって収集さ

れた北海道各地のアンモナイトの記載が行われ

た (Jimbo, 1894)．1903 ～ 04 年には矢部長克（東

京帝国大学）によって，同じく北海道各地のアン

モナイトが記載された．この研究で穂別地域から

はじめてアンモナイト 3 種が記載された（Yabe, 
1903）．この 3 種のアンモナイトは，Gaudryceras 

Fig. 1. Locality map of the Hobetsu area and distribution of 
Cretaceous Yezo Group．
図 1．白亜系蝦夷層群の分布域とむかわ町穂別の位置
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tenuililatum var. intermedium (Yabe 1903, p.27, pl. 3, 
Fig. 1), Gaudryceras Yamashitai [sic 原文ママ ](Yabe 
1903, p.38-39, pl.4, fig. 7)，Tetragonites popetensis 
(Yabe 1903, p48-49, pl. 7, fig.4) として報告された．

ちなみに，近年の分類では前二者は Gaudryceras 
intermedium, Anagaudryceras yamashitai と し て

扱 わ れ て い る（Matsumoto, 1995）．Tetragonites 
popetensis は現在でもこの学名が使用されている

（Maeda et al., 2005; Shigeta et al., 2017, 2019）．この

3 種のアンモナイトが穂別地域で初めて記載・報

告された化石である．ここで記載された穂別産の

化石は，北海道各地から報告されたアンモナイト

の一部であり，他の種類に比べて特に注目される

存在ではない．他方で，Yabe (1904) では道北の小

平町から発見された Nipponites mirabilis が記載さ

れており，このアンモナイトは一見奇妙な形をし

ていたことなどから著名になり，国際的にはこの

ことが広く知られている．これまでの時期の北海

道白亜系の調査は日本の古生物研究の先駆けとし

て知られており，また，昭和初期までの日本地質

学をリードしてきたとして評価されている（加藤，

1990）． 
　1930 年代後半からは松本達郎（東京帝国大学，

九州大学）による精力的な白亜系の地質調査と

アンモナイトの記載が行われてきた（Matsumoto, 
1942; Matsumoto, 1954 など多数）．その多くが

サハリンや北海道を対象としたものであり，そ

の研究の一部に穂別産のアンモナイト・イノセ

ラムス科二枚貝などが用いられてきた．示準化

石としても知られるイノセラムスの中でも，大

型になることから研究者の間では広く知られる

Inoceramus hobetsensis も穂別産の標本などを基に

記載された（Nagao and Matsumoto, 1939）．その

他のものとしては白亜紀末のマーストリヒチアン

期のものなどが研究対象となり，イノセラムスの

Sphenoceramus hetonaianus (Matsumoto, 1952)( 当時

は Inoceramus hetonaianus として記載 )，アンモナ

イト類の Patagiosites compressus (Matsumoto, 1954)
（当時は Canadoceras compressum として記載），

Pachydiscus (Neodesmoceras) gracilis Matsumoto, 
1979, Gaudryceras venustum Matsumoto, 1984 などが

記載されている．

　1970 年代後半からは，それまでの地質学的古

生物学だけでなく，パレオバイオロジー（生物学

的古生物学，もしくは進化古生物学）の研究も盛

んになり，アンモナイトの初期殻についての研

究（Tanabe et al., 1979; Tanabe and Ohtsuka, 1985; 
Shigeta, 1993）や理論形態学（Okamoto, 1988a-c; 
1989），タフォノミー（Maeda, 1987, 1990）などの

研究もさかんに進められるようになってきた．こ

うした研究は保存状態の良い小平産などのアンモ

ナイトを中心に進められてきた．穂別産のアンモ

ナイトは，小平産のものと同様に保存状態が良い

ものの，産出個体数が少ないことや，穂別地域と

研究者（特に無脊椎動物の研究者）とのつながり

が薄かったことなどから，穂別産の化石はこうし

た研究にはほとんど用いられることはなかった．

　このように，1970-80 年代までは生層序や無

脊椎動物をもちいた研究が北海道や穂別地域で

進められてきた．こうした研究は本州・九州な

どの大学を中心に進められてきた．他方で脊椎

動物化石はそれまでほとんど産出していなかっ

たが，のちに首長竜類の化石として再報告され

る化石が夕張から 1963 年に 1 点報告されている

（Shikama, 1963; Sato et al., 2012）．また，1972 年

には国立科学博物館の調査によって，北海道の白

亜系から 18 点の脊椎動物化石が報告された（小

畠ほか，1972）．それらの内，2 点が穂別地域産の

もので，1 点がモササウルス類のものであった．

このモササウルス類化石は Caldwell and Konishi 
(2007) でモササウルス類のルッセロサウルス亜科

（Russellosaurina）として再記載されている．小畠

ほか（1972）で報告されたもう 1 点（NSM-PV15012）
は不完全で分類困難とされた．この標本は Sato 
et al. (2012) によりウミガメの Mesodermochelys 
undulatus に再鑑定された．

　ちなみにこの時期の日本国内に目を向けると，

1968 年に双葉層群から首長竜類の全身骨格（愛称

フタバスズキリュウ）が発見されている（小畠ほ

か，1970）．日本の古生物学史に残る大発見であり，

後の北海道での脊椎動物発見や，それに続く博物

館建設に大きな影響を与えたと推測される．

首長竜の発見と穂別博物館の調査研究

首長竜ホベツアラキリュウの発見

　1960 年代末から 1970 年代からは中川町や三笠

市，穂別町（現・むかわ町穂別）から希少な脊椎

動物化石が産出し，それらを地元に残すような活

動が進められた．ここでは，穂別町での活動につ

いて記す．

　1975 年 6 月に穂別町に在住の荒木新太郎が穂別

町北部のシサヌシュベ沢の源流で脊椎動物化石を
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Table. 1. Paleontological history of the Hobetsu and related areas. 
表 1．むかわ町穂別および関連する古生物学史．

穂穂別別 北北海海道道 日日本本

1875—1885年　E．ナウマン
東京帝国大学初代地質学教授

1890年代

1940年代

1960年代
1969年　忠類ナウマンゾウ発
見・発掘

1968年フタバスズキリュウ発

見(2006年に研究論文発表)

1974年　中川町で首長竜発見

【2002年中川町自然誌博物館
開館】

1975年　ホベツアラキリュウ
発見

1976年　エゾミカサリュウ発

見【1979年三笠市立博物館開
館】

1977年　ホベツアラキリュウ
発掘

1976年　アショロア発見

【1998年足寄動物化石博物館
開館】

穂別町立博物館設立に向けて
脊椎動物化石が地元町民から
寄贈

1982年　穂別町立博物館設
立・開館

1985年　ヌマタネズミイルカ

発見【2002年沼田町化石館開
館】

1989年～　福井県で恐竜発掘

【2000年福井県立恐竜博物
館】

1982年　モササウルス・ホベ

ツエンシス発見（1985年発
表）

1870年代

1876年　B．ライマンが日本初の地質図を制作（1/200万 北海
道地質図）

横山又次郎 日本で最初の古生物学博士（北海道浦河産アン
モナイトなどの研究）

1903年 矢部長克が穂別産を含めた北海道アンモナイト記載

1900年代

1930年代

1970年代

1980年代

1904年　アンモナイト　ニッポニテス（Nipponites mirabilis）
記載（小平町・矢部）

1930年代後半—2000年代　松本達郎（東大—九大）による白

亜紀アンモナイトの徹底的な記載

1933—1935年　デスモスチルス（Desmostylus）全身骨格発
見・記載（南樺太・長尾）

1934—1938年　恐竜ニッポノサウルス（Nipponosaurus）発
見・記載（南樺太・長尾）

アンモナイト（多くが北海道産）のさまざまな研究が盛んに
なる

1988—1989年　岡本隆によるニッポニテスなど異常巻きアン
モナイト研究（北海道産資料）

1940年　イノセラムス・ホベツエンシスInoceramus
hobetsensis記載（Nagao and Matsumoto, 1939）

1930年　北海道帝国大学地質学鉱物学教室開設（古生物：長
尾巧）
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発見し，その一部を持ち帰った（図 2）．当初，そ

の化石の正体は不明であったが，1977 年 2 月に国

立科学博物館の長谷川善和によって海生爬虫類，

おそらく首長竜のヒレであるとされた．加えて，

残りの骨格も周囲に残されている可能性が高かっ

たことと，穂別町が発掘後にこの首長竜を地元に

残し，展示することを決断したので，町民を中心

とした調査団によって発掘が行われた．この調査

によって，頭骨や頚椎は発見されなかったが，胴

体部の大部分が発掘された．このクビナガリュウ

は愛称としてホベツアラキリュウ（ホッピー）（図

2）と命名された ( 村上，1983)．ちなみに，1989
年に正式な記載論文が発表され，エラスモサウル

ス類属種不明（Elasmosauridae gen. et sp. indet.）と

された（Nakaya, 1989）．1982 年までにホベツアラ

キリュウのレプリカを用いて全身復元骨格が製作

された．これはフタバスズキリュウに次いで，国

内 2 例目の首長竜全身復元となった．首長竜の全

身復元は，現在までに北海道の小平町と中川町の

標本も復元されているので（それぞれ小平町社会

教育施設，中川町エコミュージアムセンターに展

示），国内 4 体のうちの 1 体に当たる．

穂別博物館設立後の資料収集と調査研究

　穂別町立博物館は，この首長竜を収蔵・展示す

Table. 1. Continue
表 1．つづき．

穂穂別別 北北海海道道 日日本本

2000年代 2006年　むかわ町穂別博物館
に名称変更

2006年　恐竜丹波竜発見
（2014年　研究論文発表）

2015年　夜行性モササウルス類フォスフォロサウルス発表（2009年発見）2010年代

2017年　むかわ竜が国内最大全身骨格恐竜として発表

2019年　むかわ竜を新属新種カムイサウルス・ジャポニクスKamuysaurus japonicusと命名
（研究論文発表）

2013—14年　ハドロサウルス科恐竜（むかわ竜）発掘

2013年～　アンモナイト新種複数発表

Fig. 2. An elasmosaur, Hobetsu-Araki-Ryu and its related 
persons. A discovery of the elasmosaur established a museum 
in the Hobetsu area. A. Reconstruction of Hobetsu-Araki-
Ryu (replica). B. S. Araki, the first person to discover the 
elasmosaur specimen (around 1975). C. H. Nakaya (center), 
the author on a scientific paper of the elasmosaur (1982).
図 2．旧・穂別町立博物館設立の契機となった首長竜

類ホベツアラキリュウと関連する人物．A. ホベツアラ

キリュウ全身復元骨格（レプリカ）．B．最初の標本と

発見者の荒木新太郎氏．1975 年ごろ．C. 論文制作者の

仲谷英夫（中央．当時，香川大学）．1982 年．

C

B

A
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る施設として 1982 年 7 月に設立された．博物館

の開館に際して，化石資料の不足などが問題と

なったが，これに地元の町民が応えた．手元にあ

る脊椎動物化石を寄贈したり，資料の収集のため

に野外調査を通して化石を採集するなどして相当

数の資料が穂別町立博物館に寄贈された（村上，

1983）．穂別町立博物館（2006 年～むかわ町穂別

博物館）は，主に古脊椎動物化石に関する調査研

究を進展させ，引き続き地元産のものを中心とし

た脊椎動物化石を多数収集した．断片的な標本も

多いので必ずしも標本数がコレクションの質を担

保するものではないが，Sato et al.（2012）による

まとめで，穂別博物館には穂別産および穂別周辺

から採集された資料が，首長竜類は 7 個体と 2 個

体，モササウルス類は 7 個体と 2 個体，ウミガメ

類は 38 個体と 4 個体となっている．それぞれの

国内全資料数が 40 個体，41 個体，67 個体である

ので，穂別博物館は白亜紀の化石資料の内，首

長竜類とモササウルス類が約 2 割，ウミガメ類

は 6 割ほどの資料数を有していることになり，そ

の大部分が穂別産の資料である（図 3）．前述の

海生爬虫類ではないが，陸生カメのアノマロケリ

ス（Anomalochelys）が穂別地域の後期白亜紀海成

層から産出している（Hirayama et al., 2001）．平

山 (2006) の国内カメ化石のレビューによると，こ

れは国内で 8 個体産出しているナンシュンケリス

科のうちの 1 個体となる．2012 年までの段階で，

モササウルス類は国内 3 新種のうち，穂別産 2 種

が新種として記載され（鈴木，1985；櫻井ほか，

1999），ウミガメや陸生カメはそれぞれ新属新種

が 1 つずつ記載されるなど（Hirayama and Chitoku, 
1996; Hirayama et al., 2001），学術的な価値が極め

て高い資料が収集・研究されてきた．1970 年代ま

でに研究機関（国立科学博物館）で収集された穂

別地域産の脊椎動物化石は，断片的なモササウル

ス類と分類群不明とされた化石（Sato et al., 2012
で Mesodermochelys に鑑定）の 1 個体ずつであっ

たので（小畠ほか，1972），博物館を設立し，活

Fig. 3.  Cretaceous marine reptile fossil numbers of the Hobetsu area from 1903 to 2012, collections of the Hobetsu Museum, 
and numbers of Japanese specimens. Before the discovery of the elasmosaur, Hobetsu-Araki-Ryu in 1975, only two fossils of 
marine reptiles were reported in the area (deposited in the National Museum of Nature and Science, Tsukuba). After the discovery 
of the elasmosaur and the establishment of the Hobetsu Museum in 1982, the fossils of marine reptiles have increased. In 2012, 
collections of the Hobetsu Museum of elasmosaur, mosasaur, and sea turtles dominate 20, 20, and 60% respectively of all 
Cretaceous specimens in Japan. * shows an indeterminate specimen in 1972. Numbers of fossils are based on Obata et al., 1972, 
and Sato et al., 2012.
図 3．穂別地域産の白亜紀海生爬虫類化石数の変遷と穂別博物館資料数および国内全資料数．ホベツアラキリュウ発

見（1975 年）・穂別博物館設立前までは穂別地域から発見されていた海生爬虫類化石は 2 点のみであった（国立科学

博物館収蔵）。ホベツアラキリュウ発見後から，おもに穂別地域産のものと中心とした海生爬虫類の首長竜類・モサ

サウルス類・ウミガメ類の化石が穂別博物館に収集されるようになり，2012 年の調査では，それぞれ国内資料数の

20，20，60％ほどを占めるようになった．* は発見当時分類群不明とされたもの．資料数は，小畠ほか（1972）及び

Sato et al. (2012) による

モササウルス類 1

ウミガメ類　 1* ウミガメ類 　　  38　　4

1903 年から 1974 年ま

での調査

1975 年から 2012 年までの

調査

2012 年までの

国内全資料

国立科学博物館資料 穂別博物館資料

穂別産資料数 穂別産資料数 穂別周辺資料数

モササウルス類 7 2

首長竜類 　 7　 2 

ウミガメ類  67

モササウルス類 41

首長竜類   40
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F i g .  4 .  A  n e w  s p e c i e s  o f  n o c t u r n a l  m o s a s a u r, 
Phosphorosaurus ponpetelegans and its related persons. 
A. Reconstruction of P. ponpetelegans (Replica). B. T. 
Nishimura, discover the mosasaur specimen (2009). C. T. 
Konishi, the corresponding author of a scientific paper on the 
mosasaur (2011).
図 4. 新種として記載された夜行性モササウルスのフォ

スフォロサウルスと関連する人物．A. フォスフォロサ

ウルス全身復元骨格（レプリカ）．B．発見者の西村智

弘．2009 年．C. 論文制作者・筆頭著者の小西卓哉（当時，

ロイヤル・ティレル博物館）．2011 年．

C

B

A

動を続けた結果，国内でも有数の海生爬虫類化石

コレクションが築かれたといえる（図 3）．具体

的な個体数には触れられていないが，佐藤たまき

（当時，東京学芸大学）による恐竜博 2019 の寄稿

文では，穂別博物館は「おそらく日本で最も数多

くの海生爬虫類化石を所蔵する」博物館（佐藤，

2019）とされた．これらや新生代のものを含めて，

むかわ町産の脊椎動物化石については，穂別博物

館設立後には同博物館にすべて収蔵されており，

他地域の博物館や研究施設に収蔵されているもの

は確認されていない．

　なお，穂別産の無脊椎動物化石なども穂別博物

館に収蔵されるようになり，九州大学の松本達郎

などは，穂別博物館設立後は穂別産の資料は当博

物館に収蔵するように努めていた（Matsumoto and 
Toshimitsu, 1993; 松本ほか，1994 など）．国立科

学博物館重田康成や共同研究者の伊豆倉正隆も同

様に穂別博物館に収蔵しはじめた（Shigeta et al., 
2010a, b など）．

　

2013 年以降の穂別博物館の調査研究について

１）穂別周辺の地質や新種アンモナイトなどの研

究

　国立科学博物館の重田康成を中心とする研究

チームが，穂別やその周辺の新種アンモナイト記

載（Shigeta and Nishimura, 2013a, b, 2014），浦河町

や里平（日高町と新冠町の境）の層序とアンモナ

イトなどの記載など（Shigeta, et al., 2016, 2019），
多数の研究を行っている．また，穂別産の頭足綱

鞘形亜綱の記載なども行われた（Fuchs et al., 2013, 
Tanabe et al., 2017）．こうした研究は，無脊椎動物

化石を専門としている筆者；西村智弘が穂別博物

館に赴任し，無脊椎動物化石の研究者との連絡が

活発になったこと，共同研究者である伊豆倉正隆

（札幌市在住）のコレクションを穂別博物館で受

け入れていることなどが起因となり，研究活動が

活発になったと推測される．

2）モササウルス類フォスフォロサウルス類の発

表

　2009 年に西村智弘が発見し，2010 年から博物

館広報誌ホッピーだよりなどで発表してきたモサ

サウルス類が，小西卓哉を中心とする研究グルー

プによって発表された（Konishi et al., 2016, 2015
年 12 月にオンラインで学術誌出版）．このモササ

ウルス類は新種フォスフォロサウルス・ポンぺテ

レガンス Phosphorosaurus ponpetelegans と命名・

記載された．日本国内では穂別産の 2 種類の新種

モササウルス類；Mosasaurus hobetsuensis Suzuki, 
1985；Mosasaurus prismaticus Sakurai et al., 1999; 
三笠産の Taniwhasaurus mikasensis Caldwell et al., 
2008 に続く，4 例目の新種モササウルス類で，穂

別博物館および穂別産のモササウルス類として 3
例目の新種とされた（表 2）．加えて，世界でお

よそ 60 種が産出していたモササウルス類の中で，

はじめて両眼視が確認され，このことや同時代の

大型モササウルス類との共存という傍証から中生

代の海生爬虫類で初めて夜行性の生態が推測され

たという意義のある発見となった．この種の研究

史や全身骨格の復元についての記録も過去の当研

究報告に記されている（西村・櫻井，2018，下山，

2018，；新村・小西，2018）． 
　2023 年 12 月に和歌山県産のモササウルス全

身骨格が新種として記載された（Konishi et al., 
2023）．このことで，穂別博物館は，国内 5 例の

うち 3 例の新種モササウルス類化石を有している

こととなった．

3）恐竜カムイサウルスの発表

　2003 年に地元の堀田良幸によって第 1 標本が発

見され，穂別町立博物館に寄贈された HMG-1219
は，当初は首長竜類のものと考えられていたが，
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2010 ～ 11 年のクリーニング（剖出）作業と佐藤

たまき（東京学芸大）の鑑定で首長竜類のもので

はないことが明らかになった．そのため，Sato et 
al., 2012 にはこの標本はリストされていない．そ

の後の小林快次（北海道大学総合博物館）を中心

とする研究グループによって，この標本が陸生の

恐竜のものであることに加えて発見された尾椎以

外の全身骨格が地層中に埋蔵している可能性が指

摘され，主に 2013 ～ 14 年に重機も使った大掛か

りな発掘が進められた．これらのクリーニング作

業を進めている最中の 2017 年に恐竜の全身骨格

であることを発表し，2019 年に東京の国立科学

博物館で開催された「恐竜博 2019」で展示され，

この会期中に Kamuysaurus japonicus と命名した

学術論文が出版され，全国的な話題となった．カ

ムイサウルス発見まで日本最大の発見の一つとし

て扱われていたフタバスズキリュウと同様に，カ

ムイサウルスの発掘記や発掘記の漫画も出版され

ていることなどから，カムイサウルスも国内で最

も有名な化石の一つに数えられるようになったと

推測される．研究上の価値として，カムイサウル

スは海成層から産出した全身骨格の恐竜であり，

一部の恐竜が海岸線近くに生息し，独自の進化

を遂げたことが明らかとされた例であり，また，

組織学的な研究から年齢も明らかにされている

（Kobayashi et al., 2019）という点で評価される．

４）そのほかの海生爬虫類化石など

　博物館広報誌のホッピーだよりでは紹介してい

るが，その後の穂別博物館の活動を通じて，ここ

まで示したような海生爬虫類化石数は増加してい

る．例えばモササウルス類は Sato et al. (2012) 及
び Konishi et al. (2016) で示された 9 個体に加えて，

3 個体が公表されている．さらに未発表の資料が

数個体あるなど，近年でも着実に収蔵資料数が増

えている．クリーニング作業が終了した未研究資

料も多いため，今後の研究が期待される．

2023 年までの穂別博物館収蔵のタイプ標本および

出版された学術論文のまとめ

　新属や新種記載に用いられたタイプ標本の内，

穂別博物館に収蔵されているのは総計 15 種であ

る（表 2）．穂別博物館設立前に穂別地域で採集さ

れたアンモナイトなどは東京大学総合研究博物館

や九州大学総合博物館に収蔵されているものもあ

るが，脊椎動物化石などはすべて穂別博物館に収

蔵されている．

　学術論文としては 1985 年創刊の穂別町立博物

館研究報告，および継続誌のむかわ町立穂別博物

館研究報告が計 38 号出版されている．計 38 号の

研究報告で，新種記載が行われたのは 1 件である

（櫻井ほか，1999）．これ以外の学術誌に出版され

た穂別博物館関連資料の記載・報告などが行われ

た論文は計 13 件ある（表 3）

まとめと今後の期待について

　首長竜ホベツアラキリュウが産出し，それを契

機に設立された穂別博物館（旧・穂別町立博物館）

は，その後も地元を中心とした資料を収集し，資

料数が国内で数割を占める海生爬虫類化石コレク

ションを有するまでになった．これらの中には新

属や新種にされたものも多く，独自の生態が推測

された種類など国際的にも重要な資料も含まれる

Fig. 5.  A dinosaur, Kamuysaurus japonicus and its related 
persons. A. Whole skeleton of Kamuysaurus (fossils). B. 
Y. Horita (left), the first person to discover the dinosaur 
specimen. Y. Kobayashi (right), the corresponding author of 
a scientific paper on the dinosaur (2013)
図 5. 新属新種として発表された恐竜カムイサウルス・

ジャポニクスと関連する人物．A. カムイサウルス・ジャ

ポニクス全身骨格（化石）．B．第 1 標本発見者の堀田

良幸と論文制作者・筆頭著者の小林快次准教授．2013
年．

1 mA

B
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Table 2. Type specimen of the Hobetsu Museum. *Paratypes are also deposited in the National Museum of Nature and Science, Tsukuba. **Scientific papers published online last year. 
表 2.　穂別博物館のタイプ標本（新種記載のものとなる標本）．*は国立科学博物館にも収蔵資料がある標本．** は前年にオンラインで出版された学術論文．

学名 分類群 地質時代 産地 タイプ標本 文献

Mosasaurus hobetsuensis  Suzuki,
1985

有鱗目モササウルス
科

白亜紀前期マーストリヒ
チアン期

むかわ町穂別 ホロタイプ；HMG-12 鈴木，1985

Kentoriodon hobetsu  Ichishima,
1995

クジラ目ケントリオ
ドン科

新第三紀中期中新世前期 むかわ町穂別 ホロタイプ：HMG-387 Ichishima, 1995

Mesodermochelys undulatus
Hirayama and Chitoku, 1996

カメ目ウミガメ上科
オサガメ科

白亜紀前期マーストリヒ
チアン期

むかわ町穂別 ホロタイプ：HMG-5 Hirayama and
Chitoku, 1996

Mosasaurus prismaticus  Sakurai et
al., 1999

有鱗目モササウルス
科

白亜紀カンパニアン期～
マーストリヒチアン期

むかわ町穂別 ホロタイプ；HMG-1065 櫻井ほか,  1999

Anomalochelis anglata  Hirayama
et al., 2001

カメ目スッポン上科
ナンシュンケリス科

白亜紀セノマニアン期 むかわ町穂別 ホロタイプ；HMG-1056 Hirayama et al., 2001

Gaudryceras hobetsense　Shigeta
and Nishimura, 2013a

頭足綱アンモナイト
亜綱

白亜紀最前期マーストリ
ヒチアン期

平取町，むかわ町穂別
ホロタイプ：HMG-1573，パラタイ
プ：HMG-134, 1594，*

Shigeta and
Nishimura, 2013a

Phylloptychoceras horitai
Shigeta and Nishimura, 2013b

頭足綱アンモナイト
亜綱

白亜紀最前期マーストリ
ヒチアン期

平取町
ホロタイプ: HMG-1587c，パラタイ
プ：ＨＭＧ-1587a, b, d

Shigeta and
Nishimura, 2013b

Anagaudryceras compressum
Shigeta and Nishimura, 2014

頭足綱アンモナイト
亜綱

白亜紀最前期マーストリ
ヒチアン期

むかわ町穂別
ホロタイプ: HMG-136，パラタイ
プ：ＨＭＧ-1594—1597, 1626，*

Shigeta and
Nishimura, 2014

Phosphorosaurus ponpetelegans
Konishi et al., 2015

有鱗目モササウルス
科

白亜紀最前期マーストリ
ヒチアン期

むかわ町穂別 ホロタイプ：HMG-1528 Konishi et al., 2016**

Didymoceras hidakese  Shigeta、
2016

頭足綱アンモナイト
亜綱

白亜紀後期カンパニアン
期前期

浦河町
ホロタイプ：HMG-1660，パラタイ
プ：HMG-1661—1665 Shigeta et al., 2016

Neophylloceras nodosum  Shigeta,
2019

頭足綱アンモナイト
亜綱

白亜紀後期カンパニアン
期前期

里平（新冠・日高町） ホロタイプ：HMG-1848 Shigeta et al., 2019

Menuites armatus  Shigeta , 2019 頭足綱アンモナイト
亜綱

白亜紀後期カンパニアン
期前期

里平（新冠・日高町） ホロタイプ：HMG-1913 Shigeta et al., 2019

Parasolenoceras ribiraense
Shigeta, 2019

頭足綱アンモナイト
亜綱

白亜紀後期カンパニアン
期前期

里平（新冠・日高町）
ホロタイプ：HMG-1955．パラタイ
プ：HMG-1956, 1957 Shigeta et al., 2019

Kamuysaurus japonicus Kobayashi
et al., 2019

恐竜上目鳥盤目ハド
ロサウルス科

白亜紀最前期マーストリ
ヒチアン期

むかわ町穂別 ホロタイプ：HMG-1219 Kobayashi et al.,
2019

Mosirites mirabilis  Shigeta et al.,
2023

頭足綱アンモナイト
亜綱

白亜紀前期セノマニアン
期

むかわ町穂別，夕張
市，幌加内町，稚内市

ホロタイプ：HMG-2412．パラタイ
プ：HMG-2413-19，* Shigeta et al., 2024**
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online last year. 
表 3．穂別博物館・穂別町立博物館研究報告および表 2にリストされている以外の穂別博物館資料の学術論文リスト．** は前年にオンラインで出版された学術論文．

文献 試料 分類群 地質時代 産地

Nakaya, 1989 HMG-1（elasmodsauridae, ホベツアラキリュウ） 爬虫綱長頸竜亜目 白亜紀カンパニアン期 むかわ町穂別

Shigeta et al., 2010a HMG-1524（Takahashia eureka  の第2標本） 頭足綱アンモナイト亜綱 白亜紀前期セノマニアン期前期 むかわ町穂別

Shigeta et al., 2010ｂ HMG-1541 (Gaudryceras izumiense ) 頭足綱アンモナイト亜綱 白亜紀前期マーストリヒチアン期 むかわ町穂別

Sato et al., 2012 HMG-369など多数 爬虫綱"海生爬虫類" 後期白亜紀
むかわ町穂別
ほか

Fuchs et al., 2013 HMG-1532 (Longibelus matsumotoi ) 頭足綱鞘形亜綱 白亜紀前期マーストリヒチアン期 むかわ町穂別

Tanabe et al., 2017** HMG-1689 (Nanaimoteuthis jeletzkyi ) 頭足綱鞘形亜綱
白亜紀サントニアン期～前期カン
パニアン期

むかわ町穂別

Jenkins et al., 2018 HMG-1792 to1811 (Adipicola  sp.), HMG-1812 (probable
tyasirid bivalve), HMG-382 (Miocene Whale bone) 二枚貝綱

新第三紀中期中新世後期～後期中
新世前期

むかわ町穂別

Tanabe et al., 2019 HMG-1847 (lower jaw of ammonoid) 頭足綱アンモナイト亜綱 白亜紀中期カンパニアン期前期 日高町

Sato et al., 2018a モササウルス類の産出地点周辺のイノセラムス類；
HMG-1680, 1681, 1813 二枚貝綱イノセラムス科 白亜紀中前期カンパニアン期 小平町

Sato et al., 2018b HMG-357 (polycotylidae) 爬虫綱長頸竜亜目
白亜紀中期チューロニアン期後期
～後期チューロニアン期前期

小平町

内村ほか，2020 HMG-1999, 2001—2003(アンモナイト)，HMG-2000, 2004—
2006 (イノセラムス)

頭足綱アンモナイト亜綱，
二枚貝綱イノセラムス科

白亜紀サントニアン期～前期カンパニ
アン期

平取町

Shigeta and Izukura,
2022 HMG-2014—2017 (Amapondella amapondense ) 頭足綱アンモナイト亜綱 白亜紀中期カンパニアン期前期

平取町，浦河
町，日高町

Legrand et al.,
2024**

HMG-2404—2411　（カムイサウルス層準花粉化石のプ
レパラートとSEM資料台） 花粉

白亜紀最前期マーストリヒチアン
期

むかわ町穂別
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ようになった．加えて，国内でも有数の知名度を

もつ恐竜化石；カムイサウルスも収集されるなど

の成果が得られたことから，亀井（1984）での期

待に対して一定の成果を出せたと言える．近年も

こうした資料が着実に増えていることから，これ

までと同様の活動を続けていき，さらなる古脊椎

動物化石の調査研究に貢献していくことも期待さ

れる．

　一方で，これまでに調査されてきた海生爬虫類

化石などが産出した地質的な背景（時代論や古環

境）に関する研究例が少なく，穂別地域で後期白

亜紀の古脊椎動物化石が比較的多産する背景など

が明らかになっていないなどの課題が残されてい

る．これらを解決する地質調査や共産化石の調査

を行うことなども求められる．加えて，これまで

調査の対象とされることの少なかった魚類化石や

新生代の調査も期待される．
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（要　旨）

　北海道むかわ町穂別地域の古生物学史と 1982 年に設立された穂別博物館（旧・穂別町立博物館）のレ

ビューを行った．穂別博物館は 1970 年代の首長竜発見・発掘を契機に設立された．穂別博物館は設立前

後に脊椎動物化石が多数収集されたこともあり，古脊椎動物学の発展に寄与するように期待がかけられ

た．その後の約 40 年に渡る博物館活動の結果，多くの古脊椎動物化石などが収集・研究されてきた．特に，

収集された海生爬虫類；首長竜類，モササウルス類，ウミガメ類の標本数は多く，国内の白亜紀資料の中

でそれぞれ 20，20，60％を占めるまでのコレクションになった．これら収蔵資料には，ウミガメ類では新

属新種の Mesodermochlys undulatus がある．モササウルス類は国内 5 新種のうち，3 新種が穂別産・穂別博

物館資料である．そのうちの 1 種である Phosphorosaurus ponpetelegans はモササウルス類で初めて夜行性

の生態が推測された．加えて，陸生カメと陸生の恐竜化石が海成層から 1 個体ずつ発見され、新属新種と

して記載された．この恐竜化石；Kamuysaurus japonicus は全長 8 m の中大型恐竜の全身骨格であり，日本

でもっとも有名な化石の一つとなった．
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